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２
期
目
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
松
井
聡
市
長
は
、
３

月
市
議
会
で
可
決
承
認
さ

れ
た
総
額
２
０
７
億
円
余

の
平
成
29
年
度
一
般
会
計

予
算
に
「
羽
島
市
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
、
市
民
の
た

め
に
明
日
の
羽
島
を
考
え

る
」
な
ど
、
５
つ
の
公
約

に
基
づ
い
た
新
た
な
施
策

を
盛
り
込
み
、
「
市
民
と

考
え
る
街
づ
く
り
元
年
」

に
し
た
い
と
意
気
込
む
。

　

昨
秋
の
市
長
選
で
再
選

を
果
た
し
た
松
井
市
長
。

１
期
目
の
４
年
間
は
前
市

政
が
積
み
残
し
た
「
負
の

行
政
」
の
解
決
に
取
り
組

み
、
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
問

題
に
道
筋
を
つ
け
、
特
別

支
援
学
校
は
開
校
、
小
中

学
校
の
耐
震
化
を
終
え

た
。

　

今
年
第
１
回
の
創
清
会

役
員
・
支
部
長
会
が
３
月

10
日
、
羽
島
市
内
で
開
か

れ
、
平
成
29
年
の
活
動
方

針
・
計
画
な
ど
話
し
合
っ

た
。
本
年
度
総
会
を
７
月

９
日
に
不
二
羽
島
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
こ
と

　

２
期
目
初
年
度
の
今
年

は
、
い
よ
い
よ
松
井
市
政

が
言
い
続
け
て
き
た
市
民

第
１
主
義
・
市
民
フ
ァ
ー

ス
ト
を
具
体
化
、
元
気
な

羽
島
市
づ
く
り
や
未
来
の

羽
島
市
を
創
る
新
し
い
施

策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
年

と
な
り
、
松
井
市
長
に
寄

せ
ら
れ
た
期
待
は
大
き

い
。
松
井
市
長
に
話
を
聞

い
た
。

─
本
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
の
考
え
は
。

松
井
市
長　

羽
島
市
は
県

内
で
も
数
少
な
い
人
口
増

加
自
治
体
の
１
つ
で
す

が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
社
会
の
到
来
は
当

市
も
例
外
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
の
行
政
運
営
に
は

負
担
と
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ

ン
ス
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
、
限
ら
れ
た
経

営
資
源
を
効
率
的
に
配

分
、
選
択
と
集
中
を
図
り

つ
つ
、
優
先
順
位
を
定
め

な
が
ら
羽
島
市
に
と
っ
て

の
適
正
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

─
松
井
市
政
の
下
、
羽
島

市
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
課
題
も
多
い
の
で

は
。

市
長　

こ
こ
１
、
２
年
の

間
に
イ
ン
タ
ー
や
新
幹
線

駅
周
辺
で
企
業
誘
致
や
商

業
集
積
で
活
況
が
出
て
き

ま
し
た
。
新
た
な
行
政
課

題
に
ま
い
進
で
き
る
下
地

が
整
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
平
成
29
年
度

は
「
市
民
第
一
主
義
」
を

さ
ら
に
推
し
進
め
、
古
く

な
っ
た
市
役
所
庁
舎
を
は

じ
め
と
す
る
公
共
施
設
な

ど
今
後
の
あ
り
方
や
、
市

政
の
重
要
課
題
、
市
民
生

活
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き

い
事
項
な
ど
に
つ
い
て
市

議
会
と
議
論
を
深
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内
各

地
域
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
い
て
、
正
し
い
行
政

情
報
に
基
づ
い
て
市
民
の

皆
さ
ん
と
議
論
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
意
味
で
今
年
は
市
民

と
一
緒
に
考
え
る
街
づ
く

り
元
年
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

─
２
期
目
の
重
点
戦
略
の

１
つ
に
防
災
機
能
の
強
化

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
。

市
長　

安
心
し
て
快
適
に

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
へ
防

災
対
策
は
急
務
。
川
に
挟

ま
れ
た
羽
島
市
は
河
川
や

水
路
が
多
く
、
市
が
管
理

す
る
６
０
０
を
超
え
る
橋

は
、
災
害
時
に
そ
の
す
べ

て
を
通
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
不
可
能
。
災
害
の
と

き
、
ど
の
橋
を
優
先
す
る

か
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
も

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で

議
論
を
し
て
決
め
て
い
き

た
い
。
と
も
か
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
こ
れ
ら
の
催

し
に
積
極
的
に
参
加
し
て

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
。

を
決
め
た
。

　

会
議
に
は
豊
島
信
征
会

長
は
じ
め
、
創
清
会
さ
ん

下
12
支
部
の
支
部
長
・
代

表
ら
20
人
が
出
席
し
た
。

豊
島
会
長
は
、
冒
頭
の
あ

い
さ
つ
の
中
で
昨
秋
の
市

長
選
挙
で
松
井
聡
市
長
が

再
選
を
果
た
し
た
こ
と
を

振
り
返
り
つ
つ
、
「
市
民

の
皆
さ
ん
の
幅
広
い
支
持

を
受
け
て
松
井
市
政
２
期

目
が
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
市
長
の
政
治
活
動
を

支
援
す
る
後
援
会
の
創
清

会
と
し
て
さ
ら
に
組
織
体

制
を
強
化
、
元
気
な
羽
島

市
、
明
る
い
羽
島
市
づ
く

り
に
取
り
組
む
松
井
市
政

を
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

公
務
を
終
え
て
駆
け
つ

け
た
松
井
聡
市
長
は
、
改

め
て
「
市
民
第
一
主
義
、

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
取

り
組
む
こ
と
を
強
調
、
新

年
度
予
算
で
は
公
約
実
現

に
む
け
て
先
取
り
・
実

行
、
選
択
と
集
中
な
ど
に

重
点
を
お
い
て
編
成
し
た

こ
と
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
事
業
仕
分
け
に
触

れ
、
「
市
民
と
対
話
を
深

め
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

市
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
後
、
本
年
度
の
活

動
を
協
議
、
組
織
体
制
の

強
化
、
後
援
会
員
の
拡

大
、
支
部
ご
と
の
市
政
報

告
会
の
開
催
な
ど
に
引
き

続
い
て
注
力
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
、
７
月
９
日
に

本
年
度
総
会
開
催
を
決
め

た
。
ま
た
会
員
の
ふ
れ
あ

い
、
親
ぼ
く
を
深
め
る
た

め
秋
ご
ろ
に
日
帰
り
バ
ス

ツ
ア
ー
を
予
定
、
準
備
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
３
月
市
議
会
で
所
信
を
述
べ
る
松
井
聡
市
長

創清会ホームページ　http://matsui-satoshi .com/
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